
 

 

 

 

 

官民共創の新しいまちづくり協議会 議事概要 

 

Ina City 

 

 

会議名 第１回伊那北駅周辺再生ワーキンググループ（WG） 

開催日 2024 年９月３０日(月) 

開催時間 開会 18：00 閉会 20：00 

開催場所 伊那市役所 多目的ホール 

出席者 

協議会・WG メン

バー 

平賀研也氏、三澤俊明氏、田畑和輝氏、高橋明星氏、須永次郎氏、笠井成樹氏、北

原俊文氏 

事務局・職員 伊藤副市長  

建設部：橋爪部長、柴田参事、原都市整備課長、辰ノ口伊那北駅周辺整備係長 

関係者 ― 

欠席者 ― 

議事 １、自己紹介 

２、伊那北駅周辺整備 WG の活動方針（案）の説明（事務局説明） 

３、伊那北駅周辺整備 WG を進めるための課題抽出 

４、WG 全体会への報告及び情報共有 

５、今後のスケジュール 

 

議事項目 概要 次のステップ 

１、自己紹介 

２、伊那北駅周辺整備 WG の活動方針（案）の説明（事務局説明） 

WG のテーマにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇市から説明 

伊那北駅周辺については、新校開校に伴い駅を利用

する高校生の増加が予想されることから駅前の整備を

計画している。本 WG では下記内容を中心に実現可能

なアイデア出しをお願いしたい。 

・高校生や若者の交流拠点施設（仮）の整備を考えて

いる。施設に必要とされるコンセプトの検討をお願

いしたい。 

・駅前広場、ロータリー、歩道橋等のハード事業の整

備を計画している。施設の空間活用、空間デザイン

についての検討をお願いしたい。 

 

ハード事業の整備については、複数の機関と並行し

て協議を進める必要が有り、技術的かつ制度的な制約

がある。主な協議は下記のとおり。 

・公安委員会：交差点協議、一方通行等に係る標識表        

示に関する協議 
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・JR 東海：駅舎に関する協議、踏切や土地交換に関す

る協議 

・長野県：歩道や歩道橋設置に関する協議 

・バス、タクシー事業者：駅前広場使用に関する協定 

〇WG メンバー 

・現場を知らないことには議論が深まらない。 

・知りたいこと、繋がりたいことをメンバー間で共有

したい。 

３、伊那北駅周辺整備 WG を進めるための課題抽出 

伊那北駅周辺整

備 WG を進める

ための課題をグ

ループ内で発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇WG メンバー 

・若者交流拠点施設は必須機能か 

・高校生は駅前に居場所を求めているのか 

・若者交流拠点施設の昼間の活用方法は考えているか 

・市内では、たしゅう室（多目的な自習室）を設置す

る取り組みが行われている 

・そもそも、ユーザーとなる who 毎に検討を進めるべ

きでは 

・そもそも、若者交流施設とは何か 

〇WG メンバー 

・テナント施設への市からの補助は出るのか 

・テナント施設の採算性に問題は無いか 

・伊那北駅整備に関する JR 協議の状況を知りたい 

・WG への地元の方々の参加も考えたい 

・工事完成時期は令和１０年にこだわらず議論した方

が良いのでは 

・工事期間中、工事完成後の小学生や中高生の通学路

は確保されているか 

・そもそも、優建に市の施設（若者交流施設）が入る

ことは妥当か 

〇WG メンバー 

・地主の本音（地主の方々はこの街がどうなることを

望んでいるのか） 

・住民（かつての商店主など）は今後の町に何を望ん

でいるのか 

・開発主体者の考えや求めていることは何か 

・建物の活用やリノベーションの可能性はあるか 

・県の教育長をお呼びして、話を聞くこともできる 

・そもそも、教育によるまちづくりは可能か。進徳館

を生かせるか 

〇WG メンバー 

・高校生のライフスタイルは把握しているか 

・高校同士の交流ニーズは何か 

・高遠・長谷との繋がりを持ちたい 
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・そもそも、対話の場は誰に向けて、どのようにつく

るのか。いずれにせよ、顕在ニーズよりも潜在ニー

ズを把握するための対話の場と設計が必要 

・伊那北駅整備の事業主体はどこか  

・2026 年は、伊那、高遠、長谷の合併２０周年、か

つ教育基本法改正２０周年。合併と教育の記念周年

に向けて、教育ブランディングも考慮に入れながら

まちづくりの盛り上がりをつくれないか 

・伊那北駅整備の予算はどの位か 

・そもそも、WG 毎や WG 全体の意思決定フローは 

・そもそも、運用まで詳細化するのか。主体の発見次

第か 

・そもそも、この WG は、参考程度の情報を集めるこ

とが目的なのか。参考にする低度だと厳しい。それ

ともチーム一丸となって実現しようとするための

WG なのか 

〇WG メンバー 

・地元の方が求めている事とこちらのコンセプトは一

致しているか 

・WG において意見が拡散している。論点を絞って議

論してはどうか 

・市からの説明をしっかり聞いて WG で議論すべきで

はないか。ターゲットを定めるべきではないか 

・WG メンバーはそれぞれの分野の専門家が集まって

いる。各メンバーが WG への参加を依頼された意義

をもう一度見つめ直してみるべきではないか 

・地元の要望をお聞きしても実現できないケースもあ

る。要望の確認は慎重に進めるべきではないか 

４、WG 全体会への報告及び情報共有 

 〇WG メンバー 

・伊那北駅周辺整備 WG を進めるため課題を整理し、

次回会議で対応を整理して行く 

 

５、今後のスケジュール 

次回開催予定 ・10 月 17 日（木）18:30- 山寺区長ヒアリング  

 

 

 

 


